
「地域共生フォーラム」(公開講座) 
熊本県地域密着型サービス起業塾 フォローアップ研修会 

 
 熊本県では、高齢者の増加が見込まれる中、介護が必要になってもできる限り住み慣れた地域で安心して暮ら

し続けることができるように、地域密着型サービスの普及に取り組んでいます。その一環として起業塾を毎年開

催していますが、そのフォローアップ研修として地域共生フォーラムを開催します。 

 起業塾の参加者だけでなく、どなたでも参加できますので、是非御参加ください（参加費 無料） 

日 時：1 月 12 日（日）13：30～16：50 まで 

会 場：熊本県民交流館 パレアホール  
◆13:30～14:50 

「被災地での支援から地域づくりを考える」 
        本間照雄氏 南三陸町保健福祉課福祉アドバイザー 
         (元宮城県庁職員、共生型グループホームづくり等を担当) 

＊「散歩がてらの朝夕のあいさつが安否確認にもなる。肩肘を張らず日常生活の延長でできるのがポイント」＊ 

南三陸町では、被災者自身による仮設住宅支援を行い、協働・役割・地域の力で数年後に自分たちで創れ

る自治を目指している。 

本間氏の視線は 5 年後、10 年後を見据えている。「仮設住宅の生活は、建物も、コミュニティも、時間も仮

なんです。これは数年後にまた解体することを前提としている。だからこそ今この機会に、皆で自治のやり

方と、『お互い様』という気持ちの大切さを学ぶのです。学べば、次にまたバラバラになっても、自分たちで

創れるようになります」。 

本間氏は、コミュニティ支援が生み出すべき 3 つの力を挙げる。まず、プロが支えることで安心して現場に

立つことができ、きめ細かな対応と迅速な判断が可能になる「協働の力」。次に、被災した住民自身が支援の

担い手になることで「自分の町は自分で創る」という気概を醸成し、復興を支える人材になる「役割の力」。

そして、町民同士が支え合う経験で、もともと東北の地域社会が持つお互い様の気運を維持・強化し、人に

優しい暮らしやすい生活環境を築く「地域の力」。長い道のりを見据え、多くの住民を社会資源化して被災者

支援に活かす南三陸町の試みは、地域や人材の力を活かした新しい公共を考えるきっかけにもなるだろう。

(東北復興新聞より) 

 

◆15:00～16:50 

「これからの地域密着型サービスを考える」 
 介護保険の見直しが行われている。地域密着型サービスはどのようになるのだろうか? 

地域密着とは         小山剛氏 高齢者総合ケアセンターこぶし園・総合施設長（新潟県長岡市） 

これからの認知症ケア     宮島渡氏 高齢者総合福祉施設アザレアンさなだ・総合施設長（長野県上田市） 

地域密着型サービスの実際 岩尾貢氏 サンライフたきの里・施設長（石川県加賀市） 

進行／川原秀夫 熊本県宅老所・グループホーム連絡会代表 

 

主催：熊本県／熊本県宅老所・グループホーム連絡会 

〒861-8043 熊本県熊本市⼾島⻄ 1-23-63 
電話 096-214-6600 



平成２５年度地域共生くまもとづくり事業 

地域包括ケアの中での 

地域での取り組みを考えるセミナー 
現在、介護保険制度は大きく変わろうとしています。これまでの「要支援」の介護サービスが、市町村が行

う地域支援事業へと移行します。また、地域包括ケアシステムが更に推進され、地域の互助が問われることに

なってきています。市町村や地域包括支援センターの取り組みが問われる今、地域包括ケアの中での地域のこ

れからのあり方を明らかにし、県・市町村行政・事業者・住民が、地域での取り組みを共に大きく進めること

を目的とし開催します。 

日時 １月１３日（月・祝日）10:30～16:30 まで 
会場 熊本県民交流館 パレアホール  
参加費  資料代として 1,000 円 (受付でお支払いください。行政は無料) 

 
 
 

◆午前 10:30～12:00  

「これからの社会保障」  
厚生労働省 社会保障審議会 会長 西村周三 氏 

(国立社会保障・人口問題研究所 所長) 
 

◆午後 13:00～16:30  

「これからの地域包括ケア」 
第 1部：これからの地域包括ケア～介護保険制度改定と県の取り組み～ 

熊本県健康福祉部長寿社会局長 山田章平氏 

第 2部：自治体・地域包括の戦略  

～新たな地域支援事業に自治体や地域包括支援センターはどのように取り組むか～ 
登壇者 

市町村と事業者【霧島市】池田宏幸氏 / 黒岩尚文氏 

市町村と住 民【山鹿市】佐藤アキ氏 / 地域のサポートリーダー  

進行: 池田武俊氏（大牟田市） 

第 3部：事業者の取り組み ～地域包括ケアを担う事業者の取り組み～ 
登壇者 

小山剛氏 高齢者総合ケアセンターこぶし園・総合施設長（新潟県長岡市） 

宮島渡氏 高齢者総合福祉施設アザレアンさなだ・総合施設長（長野県上田市） 

岩尾貢氏 サンライフたきの里・施設長（石川県加賀市） 

進行: 川原秀夫 熊本県地域ふれあいホーム連絡会・代表世話人 

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 

主 催：熊本県宅老所・グループホーム連絡会 地域ふれあいホーム連絡会部会 
〒861-8043 熊本県熊本市⼾島⻄ 1-23-63  
電話 096-214-6600 



 

平成２６年１月１２日(日)、１３日（月・祝日） 
 

研修会(くまもと県民交流館パレア ホール) 申込書 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

研修日 1 月 12 日（日） 1 月 13 日（月・祝） 

出席者 

氏 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職 場 

事業所 

 

 

 

 

連絡先 

住 所： 

電 話：     （      ）   

ＦＡＸまたはメール  

備 考 

（通信欄） 

 受付欄 

 

(ＦＡＸ)０９６-２８５-６３４２ 

(メール)  info@kinasse.jp 


